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史跡・万歩会の活動 
 

史跡・万歩会会長 高橋 清  副会長 千代和彦 
 

◇これまでの活動報告 

 

第 72 回 吉祥寺・井の頭恩賜公園散策 平成 21 年 11 月 28 日（土） 天候：晴 

JR 吉祥寺駅に参加者 17 名が集い、ファショブルな吉祥寺の街を散策し、神田川

の水源地の一つである井の頭恩賜公園・井の頭自然文化園（動物園）で紅葉を楽 

しみ、13 時頃公園を出て「風の散歩道」（玉川上水沿）沿いの山本有三記念館・

太宰治ゆかりのみたか井心亭・玉鹿石（入水地）を散策して三鷹駅で解散した。

その後 10 名ほど塚越さんの案内で禅林寺（三鷹駅より 10 分）の森鴎外及び太宰

治の墓を見学した。 

 
井の頭自然文化園にて 

 

第 73 回 船橋市市街の史跡巡りと初詣 平成 22 年 1 月 11 日(月) 天候：曇 

JR 船橋駅に参加者 24 名が集い、初詣先の船橋大神宮を経由して新年会会場「割

烹旅館 玉川」をめざし、気温 5℃の寒さの中、船橋駅南口側市街地の史跡、船

橋御殿跡・東照宮・｢船橋｣の地名発祥地の海老川橋(長寿の橋)から船橋大神宮（初

詣）と灯明台をへて漁師の海神信仰及び悲しい出来事等を今に伝える史跡(因果

地蔵・難陀竜王堂・飯盛地蔵等)めぐり、太宰治の碑と夾竹桃(文化センター)を

見て最終地「割烹旅館玉川」（文化財指定）まで約 1時間 45 分の行程でした。 

 
「船橋」地名発祥の橋 
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◇今後の予定 
 

第 74 回 いちかわ文学の道散策 （行程約 6km） 

平成 22 年 4 月 5 日（月） JR 市川駅 10 時集合  

いちかわ文学の道（桜土手公園）桜並木を散策、

万葉の伝説（真間の手児奈）手児奈霊堂・真間

の井、弘法寺の伏姫桜、国府台の桜並木（千葉

商科大学）をみて、里見公園で昼食とお花見、

その後江戸川沿いに京成国府台駅までの行程

です。 

 

 

 

 

 

第 75 回 旅行会社によるバス旅行兼俳句吟行会 

好評の日帰りバスツアーを、今年も 6月下旬に企画します。俳句会主催の吟行会

も兼ねますので、多くの方の参加をお待ちしています。 

内容の詳細は、4 月下旬に参加希望者に直接お報せしますので、史跡・万歩会長

高橋まで連絡ください。なお、既に総会案内のはがきに、「参加希望」とされた

方は、連絡の必要ありません。 

 

第 76 回 代々木公園の散策 （行程約 7km） 

平成 22 年 7 月 31 日（土）JR 山手線原宿駅 10 時 30 分集合 

代々木公園は広く見所も多いですが、「幸せの像」→「バードサンクチュアリー」

→「プラタナスの大木」→「展望休憩室」と進み、ここで昼食をとり、「十四烈

士の碑」→「中央広場」→「原宿門」と廻り、原宿駅に戻るコースです。 

 

第 77 回 高滝ダム周遊 （行程約 6km） 

平成 22 年 9 月 25 日（土） JR 内房線五井駅着 10 時 33 分の下り電車で到着後、

小湊鉄道のホームに集合。 

五井駅発 11 時の小湊鉄道に乗り、高滝駅下車、「高滝神社」→「水と彫刻の丘」

→「展望塔」→「高滝駅」→「五井駅」を巡るコースとなります。 

 

第 78 回 新宿御苑の散策 （行程約 6km） 

平成 22 年 11 月 27 日（土） JR 中央線千駄ヶ谷駅 10 時 30 分集合 

「千駄ヶ谷門」→「西洋庭園」→「休憩所」（昼食）→「日本庭園」→「千駄ヶ

谷駅」のコースとなります。 
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平成２２年前期 俳句コンクール 
 

作 品 募 集 
兼 題 祭り・新樹・蛙

かわず

 
締 切 ５月２１日 
投句数  ５ 句 
宛 先 〒 274-0822 

      船橋市飯山満町 2-437-21 

                塚越 としを 

      TEL/FAX ０４７－４６６－２３９６ 

            Ｅメール tukakosi@msd.biglobe.ne.jp 
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訃報 

 
昭 19 専金 大山  巌  平成 21 年 12 月 3 日逝去 

昭 22 専電 中村善一郎  平成 22 年 1 月 15 日逝去 

昭 24 専通 塚田 正雄  平成 19 年 11 月逝去 

昭 25 専電 森  勇一  平成 21 年 2 月逝去 

昭 29 学機 大津 正夫  平成 21 年 5 月逝去 

昭 30 学原 手塚  滋  平成 20 年 5 月逝去 

 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

ゴルフ会報告 

 
ゴルフ会会長 綿引貞男（昭 38 学電） 

 

平成22年度も会員の親睦と健康維持・

増進を計ることを目標に一年間活動して

ゆく予定であります。一昨年、ハンデキャ

ップを制定させて頂きましたが、本年も継

続して実施させていただきます。 

写真は、あやめ会との合同ゴルフコン

ペの模様です（平成 21 年 10 月 20 日 佐

原 CC にて）。 

新しい会員の参加は大歓迎ですので、

奮って皆様方多数の参加を、お待ちして

おります。 

 

活動スケジュール 

＊ 春季定例会   4 月 20 日（火） 千葉桜の里 GC（旧千葉スプリングス） 

          8：00 集合 8：35 スタート 

          プレイ費 9,990 円  会費 2,000 円  

＊ 五支部懇親ゴルフコンペ 6 月 2 日（水）霞ヶ浦国際ゴルフコース 

          本年度は水戸勝田支部が担当幹事です。 

＊ 夏季定例会   ７月１５日（水） 場所未定 

＊ 秋季定例会   10 月 20 日前後 場所未定 

          会友あやめ会との合同コンペを兼ねております。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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 平成2１年度会費納入者名簿 会費を納入頂き感謝いたします。

卒年学科 氏　名 卒年学科 氏　名 卒年学科 氏　名 卒年学科 氏　名

旧　教官 三好洋子 昭26専精 熊谷達夫 昭36学化 飯村秀文 昭44学電 梅田毅明

昭16専精 原田正夫 昭26専金 岡安孝捷 昭36学金 秋山　勝 昭44学電 香取元丈

昭17専金 地曳一夫 昭28学金 税所　裕 昭36学化 木村久美 昭44学精 日置和夫

昭18専機 船後勇一 昭28学機 小白井和典 昭36学化 ★益子行雄 昭46学電 笹倉隆親

昭18専精 大内　弘 昭28学機 吉田哲夫 昭36短機 栗田　俊 昭46学電 兼巻良勝

昭18専精 板倉　正 昭28学原 池沢豊治 昭37学電 遠藤芳勝 昭47学機 三谷慶翁

昭18専原 酒井清勝 昭28学機 関田達雄 昭37学電 佐藤宗昭 昭47学電 金坂　潤

昭19専機 小林秀夫 昭28学原 橋本武夫 昭37学電 柳　陽雄 昭47学子 佐藤健一

昭19専金 大山　巌 昭28学金 池田潤一 昭37学電 佐藤哲雄 昭49院化 松本　茂

昭19専機 山田泰雄 昭28学金 石島　勺 昭37学電 藤井弘道 昭49学機 鈴木三男

昭20専機 宮川澄男 昭29学機 大津正夫 昭37学化 富田宣吉 昭49学金 宮内賢一

昭20専金 相川　孝 昭29学原 北村　健 昭38学機 加瀬勝弘 昭49学子 長森　茂

昭20専金 嶋田　清 昭29学電 茅根　正 昭38学機 高見忠彦 昭50院精 相川哲男

昭20専電 隈本孝之 昭30学機 高岡　厚 昭38学機 箱崎光政 昭50学子 高久　隆

昭22専機 関　誠治 昭30学機 中野義正 昭38学機 渡辺富勝 昭50短機 中川　誠

昭22専機 高山和夫 昭30学機 檜山邦良 昭38学機 駒場方耀 昭52学機 岩瀬幸男

昭22専原 福地敏郎 昭30学機 目黒　久 昭38学機 長谷川幸夫 昭53院電 阿邊恵一

昭22専金 明石和夫 昭30学原 石川英二 昭38学電 兼子八郎 昭53学機 小倉勝彦

昭22専電 安達恵三郎 昭30学原 石川安男 昭38学電 高萩隆司 昭53学精 八木純明

昭22専電 中村善一郎 昭31学機 新田和夫 昭38学電 橘　　弘 昭54学精 坂田昭夫

昭22専電 新井義男 昭31学電 原澤宏毅 昭38学電 綿引貞男 昭54学精 田中彦一

昭22専通 幸道貞一 昭31学電 藤田茂惟 昭38学電 熊谷文男 昭56学電 中村祥孝

昭22専金 川又慶三 昭31学金 田中　宏 昭38学電 大森照之 昭56学情 平野茂木

昭23専機 川田浩宗 昭32学機 後藤　隆 昭38学精 市村敬司 昭57学情 岡田庸子

昭23専機 清宮文雄 昭32学機 大越勇一 昭38学精 矢嶋國男 昭59学情 狩野　宏

昭23専機 保立辰己 昭32学電 大和田武義 昭39学精 高柳勝男 昭63学機 佐藤俊哉

昭23専機 高島謹一 昭32学電 小室秋生 昭39学電 高崎芳紘 昭63学子 都築宏昌

昭23専金 一木　忠 昭32学電 永山　哲 昭40学電 永峯清秀 平2院子 望月輝久

昭23専金 篠崎光夫 昭32学金 穂坂邦光 昭40学金 望月晴雄 平3院電 石川善文

昭23専金 田中正章 昭33学機 ★藤岡英智郎 昭40学化 荻原幹士 平3短機 井坂政美

昭23専金 矢口三郎 昭33学金 薄井徳彦 昭40学化 鏑木隆彦 平5学建 山本敏弘

昭23専金 尾花貞美 昭33学電 加藤　威 昭40学化 北村勝昭 平6院機 森川　治

昭23専通 岩下　晃 昭33短機 高橋清忠 昭40学化 佐藤隆義 平6院精 坪井信行

昭23専通 岡村哲夫 昭33短機 安本脩三 昭40学精 齋藤洋知 平7院シ 山崎寛介

昭23専通 鈴木利久 昭34学機 皆川孝之 昭40学精 川野辺建 平7学シ 羽鳥弘和

昭23教機 海野政之助 昭34学機 酒井森彦 昭40学精 千代和彦 平16院機 植竹雅浩

昭23教電 荘司　修 昭34学原 芝山佑芳 昭40短電 小田島巧一 平18院都 安井宣仁

昭24専機 三幣正人 昭34学電 須田照男 昭41学電 木村　保

昭24専機 榊原信行 昭34学電 高橋孝雄 昭41学化 柴　　勇 合計 187名

昭24専通 河合徳昌 昭34学電 仁平康雄 昭41学化 黒川通生

昭24専舶 草刈　董 昭35学機 原田武保 昭41学機 高橋邦彦

昭24専舶 栗谷川文司 昭35学機 矢野博人 昭41学機 萩野谷道雄

昭25専電 塚越要夫 昭35学電 織内　勲 昭41短機 泉　和夫

昭25専電 森　勇一 昭35学金 岡村光眞 昭42学機 新実千冬

昭25専原 小河　孝 昭35学金 高橋　清 昭42学機 檜座世喜男

昭25専精 稲葉信彦 昭35学金 舟橋　叡 昭42学電 浜野紘一

昭25専精 高松恒夫 昭35学金 渡部林二 昭42学金 小薗井健

昭25専通 野田茂信 昭36学金 小室哲夫 昭43学電 橋本弘道

昭26専精 長谷川宏佑 昭36学電 高橋保雄 昭43学精 下岡　良

昭26専船 川上　明 昭36学金 関谷　廣 昭44学機 林　正幸

★ 前納者　　　　2名　

  本年度納入口数 185口
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 このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載

されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除

しました。 

 元の記事を確認したい方は shibukanji@mbn.nifty.com 

へ連絡してください。 
 




